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Friedrich Nietzsche bemerkte fr地zeitig die nibilistischen Erscbeinungen nacb den Tod de卓

Gottes, der im 19. Jahrhundert entstanden war, und schlug der MenschheitAlarm. In diesem

Essay werden die nihilistischen Anschauungen von Friedrich Nietzsche behandelt. Dadurch

werden uns
geklart werden,

was der Nihilismus ist,wie er entstanden ist und wie er 凸ber_

wunden werden kann.

はじめに

現代はニヒ1)ズムの時代ではないだろうか?この間に

答えるにはまずニヒリズムとは何かが定義されなくては

ならない｡ニーチェはいう｡

｢ニヒリズムとは何を意味するのか?一至高の諸価

値がその価値を剥奪されるということ｡目標が欠けてい

る｡ 『何のために?』への答えが欠けている｡｣ (｢権力

への意志｣ S. 10)

第二次世界大戦の終了と共に世界は二つの陣営に分れ

た.即ち人矧まアメリカ式資本主義とソゲイ-ト式社会

主義との二つを目標としてそれぞれの陣営に分れた｡ア

メリカを盟主とする陣営では自由と民主々義を至高の目

標としてアメリカ式豊さの追求を目標とした｡ソゲイ-

ト社会主義の陣質では,この地球上で初めて革命に成功

したソヴイヱトが当然の権利として自己主張し,他国は

それを模範として一枚岩の団結を誇った｡人類の向うべ

き方向はアメリカ型かソヴイ-ト型かの二つのうちのい

ずれかであるように思われた｡だが時間の進むにつれて

米ソニ大強国に基くこの体制は次第にゆるぎだした｡ア
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メリカ武豊かさは貧しい国々にとっては夢のような目標

であったが次第にその恥部を露星してベトナム戦争とウ

ォーターゲート事件とによってその落着をみたのである｡

他方社会主義陣営に於てもユーゴースラグイアを初めと

して中国のソゲイヱトからの離反をきっかけとしてモス

クワを頂点とする社会主義体制ほ崩壊してしまった｡各

国の共産党はそれぞれ自国の歴史的発展段階に基く革命

方式を自己主張するに至った｡さらにまた一体社会主義

とは何かということが問題視されるに至った.生産力中

心主義をとり,物質主義的に資本主義社会に追いつき追

いこすことが社会主義というものだものだろうか?意

見の合わないものを強制収容所に入れこみ,ソゲイェト

体制を守るためには小国の主権を跨みにじって武力干渉

を公然と行うことを正義だとするのが社会主義であった

のであろうか?資本主義対社会主義といつてみても両者

とも物質主義的な豊かさを目標とし,物iこよって幸福を

実現しょうとしたということでは全く同じ路線を歩んで

いるといえる｡今日でほこの物質主義的工業化社会が問

題にされ出しているのである｡産業革命以来の人病の歩

みが現在問われはじめている｡地球上の資源は有限であ
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るのに欲望は無限に拡大する｡従って物質主義的な幸福

の追求はおのずからその限界にぷつかるであろう｡今日

ようやく先進文明諸国がみずからの立脚基盤に疑問を感

じ,反省をしつつあるとき,発展途上国は強い情熱をも

って先進文明諸国に追いつき追いこせとばかりに,この

疑問符を投げかけられた路線を歩もうとしている｡まる

で全人類が狂い出してしまったかのようである｡

今日では各民族各国家はそれぞれ目標を持ってはいる

が人類全体としては目標が欠けている｡人煩は全体とし

てどこに向うべきなのであろうか?人煩全体としてみた

時たしかに現代はニヒ1)ズムの時代である｡人類全体に

妥当する至高の価値というものがない｡東西問題と南北

間題の二つの問題を克服するだけの目標を含んだ人類全

体にとっての目標がない｡国連は極めて僅少なことにし

か役立っていない｡交通機関と通信技術の発達にとって

今日人類はようやく｢人類全体｣という概念を現実的な

ものとして問題にすることが出来る状態にまで達してい

るo しかるに人叛全体にとっての目標がない.人々は日

々盲目的に生きかつ働いている｡しかし｢何のために｣

と問われるともはや答えられもるものはほんの少数でし

かない｡

もつとも問題にされなければならないことは,今日の

ニヒリズムがニヒl)ズムとして明確に意読されていない

ということである｡それはなぜかというと人々は神を去

り信仰心を捨て去ったが,その代替物としての科学技術

を手中にしているからなのである｡そしてこの科学技術

はそれ自身としては限りなく発展しているのである｡月

にまで人間が到達できた,火星の表面を写真にとること

ができた,ということは科学の問題としてはたしかに大

きな進歩なのであるが,これがただちに人間の進歩とは

結びつかないのである｡科学技術のとどまることない前

進をみて人間は科学技術の発展こそが人間にとっての幸

福を約束するものと錯覚した｡従って素朴な人たちは,

この科学技術の方法論をそのまゝ人間事象や社会事象に

あてはめることが出来ると信じた｡そのもっとも典型的

な例がベトナム戦争である｡アメリカは最新の科学技術

をもってベトナムに対した.もっともすく小れたコンピュ

ーターを使ってベトナム人を処理しょうとした｡しかし

最新の科学技術を使って行われたベトナム戦争にアメ1)

カは勝てなかった｡問題なのは科学技術を使用する人間

の側なのである｡科学技術が進歩すればするほどこれを

使用する人間はそれだけ強大になっていなければならな

い.しかし今日では人間はますます卑小になりつゝある｡

もっとも単純なことだが,原子エネルギーが開発された

とき,これを原子爆弾むこ使うかそれとも原子力発電所に

使うかは全く人間の意志決定に存するのである｡従って

現代では科学技術に対する人間の主体性いかんが問われ

ているのである｡しかし実際には科学者たちは巨大な科

学技術の一歯車となり,単に科学技術全体の一要素とな

ってその一部門を受け持ちこれを進歩させるにせい一杯

で,全体としての科学技術がどこに向っているのかとい

うことは殆ど意識されていないのである｡このことを人

類が意識するのは全人類的破局を迎える日まで不可能な

ことなのであろうか?だが人煩がいなくなればそれはそ

れですべては終りである｡

我々は現時点に於て科学技術の進歩が即人間の進歩で

あるなどと考えないようにしなければならない｡ニーチ

ェはいう.

｢進歩｡ -だまされてはいけない!時間は前方へと経

過する, -だから私たちは,時間のうちにあるすべて

のものが前方-と経過すると,信じたがる,一発展と

は前方への発展であると･-･･･-これは最も思慮深い老も

まどわされる見かけだおしである.しかし一九世紀は-

六世紀にくらべて進歩ではなく,また, -八八八年のド

イツ精神は-七八八年のドイツ精神にくらべて退歩であ

る. -･･････ 『人塀』は前進せず,それは現存してすらい

ない｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S･65)

我々は歴史は直線的かつ段階的に進歩し,一つの目標

に向っているという歴史観に疑問を投げかけなければな

らないだろう.この歴史観は人間の歴史事象に自然科学

の方法論(特に一九世紀の)をあてはめたものである｡

まさしく一九世紀に支配的になった科学的実証主義の方

法論と価値観が問題にされなくてはならない｡今日の世

界からもし科学技術を全面的に無くしてしまえば,文明

人は何という荒廃の前に立たされているかということが

はっきりするだろう｡科学技術をのぞいたら現代の文明

人は価値あるものは何ももっていないのである｡そして

この時,それまで軽蔑して眺めていた野蛮人や発展途上

国にいる人々の方がより大きな価値を手中にしているの

が分るであろう｡文明人はもはや科学技術しか誇るに足

るものを持っていないのである｡しかもこの科学技術の

おかげで人質は破局か存続かの断崖の上に立たされてい

るのである｡

一九世紀に発生した｢神の死｣によるニヒl)ズム現象

にいちはやく気づいてこれをとり上げ人掛こ警鐘を鳴ら

したフリードリッヒ･ニーチェのニヒリズム観が本論で

取り扱われるであろう.このことによって我々にはニヒ

リズムとは何か?またそれはどのようにして発生したの

か?そしてそれはどのようにして克服されうるのか?と

いうことが明らかにされるであろう｡

1.歴史現象としての=ヒリズム

｢二千年の長きにわたってキリスト教徒であったこと

に対して,私たちが償いをしなければならない時代がや
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ってくる｡私たちは私たちを生きながらえさせた重心を

失っているのである,一私たちは,しばしの問,どこ

へ行きどこへ帰るかを知らないであろう｡｣ ( ｢権力への

意志｣ S. 24)

ニヒリズムはそれまでヨーロッパ人にとって最高の価

値となっていたキリスト教及びキリスト教道徳の崩壊と

ともに発生した.たしかに思想的にはこの現象は一九世

紀前半に起こった--ゲル哲学の解体,及びそれにとも

なって起こった従来の形而上学の破産によって生じたも

のである｡即ち現実世界を偽の世界であるとし,彼岸に

真の世界であるイデア界を設定したプラトン哲学,また

此岸の世界の悲惨さに目をつぶり,彼岸に天国を設定す

るキリスト教,さらに歴史は一つの絶対理念-収欽され

るのだという--ゲル哲学の観念性,これらが一九世紀

ヨーロッパに於て急速に転倒された｡フォイ-ルバッ-,

キルケゴール,マルクスなどは一斉にこの歴史的運動を

推進せしめた｡

しかしニーチェはニヒリズム発生の原田をやゝ違った

角度から論ずる｡即ちニーチェはニヒリズム発生の原因

を内在的:/1キ1)スト教そのものの内部にあった一つの道

徳に帰因させる｡

｢困窮はそれ自体では,ニヒリズム(言いかえれば,

価値,意味,願望の徹底的拒否)をうみだすことは断じ

てできない｡これらもろもろの困窮はいぜんとしてまっ

たくちがった諸解釈を許すものである｡そうではなくて,
● ● ● ● ● ● ■ ● ●

● ● ● ●

一つのまったく特定の解釈のうちに,キリスト教的.追

徳的解釈のうちに,ニヒ7)ズムはひそんでいるのであるo｣

( ｢権力への意志｣ S. 7)

ニーチェはキリスト教の崩壊現象の原因をキリスト教

の外部の圧力に求めないで,キリスト教そのものの内部

にキリスト教を崩壊せしめるものがあったのだという｡

｢キリスト教の没落-その道徳(これはキリスト教

から解きはなすことはできない-)での没落｡キリス

ト教の道徳がキ1)スト教の神に反抗するのである(誠実

感が,キ7)スト教をこよって高度に発達して,すべてのキ

リスト教的世界解釈と歴史解釈の虚偽や欺隔に対して喝

吐をもよおすにいたる｡ ･･-･)｣ (｢権力-の意志｣ S.7)

｢道徳を育てあげた話力のうちには誠実性があった｡

このものがついには道徳に反抗し,その日的論をその私

心ある考察をあばきだしたo｣ ( ｢権力の意志｣ S. ll)

即ちキリスト教道徳の中の一つである｢誠実性｣とい

う徳をもって人々はキリスト教とキリスト教道徳を考察

した｡そうするとこれらのものの虚偽と欺隔とがあばき

出されるに至ったのである｡誠実性をもってキリスト教

的道徳を考察するとまず道徳-の懐疑が生まれてくる｡

そしてキリスト教の道徳的世界解釈は彼岸性のうちへの

逃避をこころみたものである以上,この彼岸性が否定さ
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れゝば必然的にニヒリズム-とゆきつく｡

｢巨大な力がささげられた唯一の世界解釈が遂行しえ

なくなると-すべての世界解釈は偽ではなかろうかと

いう不信がめざめる｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S. 8)

この不信がめざめれば当然の成り行きとしてニヒリズ

ムが結果する｡

｢それに加えて,彼岸とか, 『神的』であり道徳の体

現であるような事物それ自体とかを指定する権利を,臥

たちはいさゝかももってはいないという洞察｣ ( ｢権力

への意志｣ S･ 10)が生まれてくる｡そして｢この洞察は

『誠実性』が育てあげられてきたことの結果である｡だ

から道徳を信ずることの結果ですらある｡｣ (｢権力への意

志｣ S. 10)

さて,現実の世界を仮象としてこれに対するに｢真｣

の世界を設定し,これこそが実在であるとする彼岸性と,

神の意志が生成の過程を通じて達成されるとする目的論

的歴史解釈が否定されると人々は限前の此岸の世界を前

にしてこの此岸の世界はもはや何の意味も何の価値もも

たないくだらない世界であると思うようになる｡この考

えによって徹底的ニヒ1)ズムが生じるのである｡

ところで｢ニヒリズム｣というと人はこれを何か否定

的なもの,好ましくないものと考えがちであろう｡しか

しニーチェはニヒリズムの有用性といったものを強く意

識している｡

｢いったいなぜニヒリズムの到来はいまこそ必然的で

あるのか?それは,私たちのこれまでの諸価値自身がニ

ヒリズムのうちでその最後的帰結に達するからであり,

ニヒリズムこそ私たちの大いなる諸価値や諸理想の徹底

的に考えぬかれた論理であるからである,
-これらの

『諸価値』の価値が本来何であったかを看破するために

は,私たちはニヒリズムを体験しなければならないから

である｡
-

･私たちはいつの日か新しい諸価値を必要

とする｡｣ (｢権力-の意志｣ S. 4)

即ち,これまでの理想,願望,好ましいもの,尊重さ

れるべきもの,といった価値あるものの実体が何である.

かを見抜くためには,まずニヒリズムという立脚点に身

をおいて,この観点からこれまでの諸価値を考察し直さ

なければならない｡そのためにこそ人はまずニヒリズム

を体験しなければならない｡このたいどこそはすべての

価値の価値転換の試みを計るニーチェにとってまさにふ

さわしいものであろう｡

ニーチェはキリスト教道徳を否定するのは,この道徳

の中の一つであった｢誠実性｣によるものとしたが,よ

り一般的にニヒリズムを或る種の心理学的状態に基くも

のとして考える｡
● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ■ ● ● ●

｢心理学的状態としてのニヒリズムがあらわれざるを

えないのは,第一に,私たちがすべての生起のうちに,
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そのなかにはない『意味』を探しもとめたときである｡

そのためついには探求者は気力を失う｡｣ ( ｢権力への意

志｣ S. 13)

さらにまた或る何ものかが生成の過程自身をつらぬい

て達成されるべきであるとする考えが,生成でもっては

何もののめざされてはおらず,何ものも達成されないと

いうことが明らかとなると,生成の目的に関する幻滅と

なってこれがニヒリズムに至る｡

そしてすべての生起の内部と下に,或る全体老をすえ

置いて,人間はおのれより無限に卓越している全体老に

相関し依存しているという深い感情にひたるが,この全

体老が人間をつうじてはたらかないときには,おのれの

価値を信じなくなってしまう｡換言すれば人間はおのれ

の価値を信ずるためにこの全体老を構想したのだという

ことになる｡

さて生成でもっては何ものもめざされてはいないし,

また生成のしたに統一もないということになると,逃げ

道としてのこっているのは,この生成の全世界を迷妄と

判決して,彼岸に其の世界を控造することでしかない｡

そしてこのことが否定されると,つまり｢目的｣ ｢統一｣

｢真理｣という概念をもってしても,生存の総体的性格

は解釈されえないとわかったとき無価値性の感情が生じ

てくる｡

｢要するに私たちが世界に価値を置き入れてきた『目

的』 『統一』 『存在』という諸範噂は,ふたたび私たち

によって引き抜き去られ-いまや世界は無価値のもの

にみえてくる｡｣
｢ ｢権力-の意志｢S･ 15)

ここからは心然的にニヒ1)ズムへと至るであろう.

2.生の生理学的状態としてのニヒリズム

歴史的現象としてのニヒリズムは,キリスト教の衰退

及びそれのもつ道徳的諸価値の崩壊によるものであるが,

ニーチェはさらにニヒリズムを生の生理学的状態に基く

ものとして考察するo この乱貴は｢生｣の哲学者ニーチ

ェにとってまさに特徴的な,ニーチェの面目を示すもの

である｡

｢ニヒリズムは一つの病理学的中問状態を表明する｡｣

( ｢権力-の意志｣ S. 16)

ニーチェはキリスト教的道徳の諸価値をそれ自体実在

として存立するものであるとは見なさないで,価値設定

老の側における力の一散侯,生の目的のための一単純化

にすぎないものと見なすのである｡

｢価値とその変化は,価値定立老の権力の増大に比例

する｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S･ 16)

即ちニーチェは価値は価値を措定するものの生の状態

っまり力への意志に他ならない生の状態に基くものであ

るとする｡ここからニヒリズムには二種のものが考えら

れる｡

｢ニヒリズム｡それは二義的である,

A.精神の上昇した権力の徴朕としてのニヒリズム,す

なわち能動的ニヒリズム｡

B.精神の権力の衰退としてのニヒリズム,すなわち,

受動的ニヒリズム｡｣ ( ｢権力への意志｣ S･ 20)

能動的ニヒリズムとは,生の強さの散侯であり,精神

の力がこれまでの目標,諸価値がおのれに適合しなくな

った托どに増大していることがありうる時に現われるニ

ヒリズムである｡即ち生が極めて上昇したために従来の

目標や諸価値が余りに小さなものにみえてきてもはやこ

れらが生に適合しなくなった時にあらわれるニヒ1)ズム

である｡

｢この反対は,もはや攻撃することのない疲労のニヒ

リズムであろう｡その最も有名な形式は仏教である｡す

なわち受動的ニヒリズムとして,弱さの徴侯として,精

神の力は,疲れはて,惟倖しきり,そのためこれまでの

目標や価値が適合しなくなり,いかなる信仰もみいだし

えないことがある-,かくして鮎値や目標の綜合(こ

れにあらゆる強い文化はもとずいている)が解仇 その

ため個々の価値がたがいに戦いあうにいたる,すなわち

崩壊-かくして,活気ずけ,癒し,鎮め,麻捧せしめ

るすべてのものが,宗教的とか,道徳的とか,政治的と

か,美的とかなど,さまぎまに変装して前景にあらわれ

でてくる｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S･ 21)

そして結局受動的ニヒリストはいう｡

｢私たちは疲れている,というのは,私たちは主要な

衝動を失ってしまったからである｡ 『これまでのところ

は徒労!』｣ ( ｢権力-の意志｣ S･ 12)

これに対して能動的ニヒリズムは何をなすか｡

｢ニヒリズムは『徒労!』を観想しとるだけのことで

はない, -･--それは,手をくだすこと,徹底的に滅ぼ

すことである｡ ･･･-･･･これは強い精神や意志の状態であ

り,かかるものには, 『判断』による否定に立ちどまっ
● ● ●

● ● ● ●

ていることは不可能である,一-実行による否定がその

本性からは生ずる｡判断による無化に腕力による無化が

助太刀する｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S･ 21f･)

普通ニヒリズムというと否定的なものとしてとらえら

れがちであるがニーチェはニヒリズムの程極面を強罰す

る.これはあらゆる価値の価値転院を目ぎすニーチェに

とっては必然的なことなのである｡つまり従来支配権を

ふるっていたキリスト教及びその道徳的諸価値を徹底的

に滅ぼすためをこはまずこれら一切を否定して完全に無の

状態にしなければならないと考えるからである｡ニヒリ

ズムを克服するためにはまず徹底的ニヒリズムを体験し

ぬくことでなければならない｡

｢これまでの価値を価値転倒することなしに,ニヒリ
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ズムからのがれ去ろうとする試みこそ,その反対のこと

をうみだし,問題を尖銚化する｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S.

23)

大切なのはニヒリズムを避けることではなくて,ニヒ

T)ズムを徹底的におしすすめることである.このことか

ら初めて新しい未来-の展望が開けてくる｡

｢私は,迷誤と迷妄の数千年ののちに,一つの然りと

一つの否とにいたる道を再発見したという幸福をもつ｡

私は,弱化せしめるもの,
-憾博せしめるもののすべ

てへの否を教える｡

私は,強化するもの,力を貯えるもの,力の感情を是

認するもののすべて-の然りを教える｡｣ ( ｢権力への意

志｣ S. 41)

この言は主として｢生｣に関していわれるものであっ

て,弱化せしめるとは｢生｣を弱化せしめるという意味

である｡この生の弱化のことをニーチェはまた｢デカダ

ンス｣という言葉で表現する｡デカダンス即ち生の堕落,

密語がこれまで至高の目標や価値設定に協力してきた｡

｢私のえた結果はこのうえなく意外のものであった｡

--･･･私はすべての価値判断が, ･---惜博した老の判

断に帰しうることを,みいだしたからであるo｣ ( ｢権力

への意志｣ S. 42)

従来のキリスト教の道徳的価値は生理学的デカダンス

に基くものであった｡

｢徳が,無我が,同情が,生の否定すらもが,教えら

れてきたのである｡これらすべてほ憶博した老の価値に

ほかならない｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S. 42)

デカダンスの結果である諸価値を人はこれらがデカダ

ンスに基くものであると考えないで諸価値が独立して存

在するものと思ってきた｡

｢憤倖の生理学を長いこと思索しつづけて,私は,悼

体したものの判断が価値の世界のうちへどこまで侵入し

ているかと問わざるをえなかった.｣ ( ｢権力-の意志｣

(S. 42)

このデカダンスに基く価値がそうであるものとして認

識されてこなかったことが,つまり生理学的取りちがえ

が禍悪の原因であるとニーチェはいう｡

｢徳は私たちの大きな誤解である｡｣ ( ｢権力-の意

志｣ S.43)

問題としてのこされるのはいかにして憤倖した老が価

値の法則をつくるにいたったのか?ということになる.

この間はニーチェによって次のように答えられる｡憤倖

した者がこのうえなく能力的な精力的な身振りであらわ

れたとき,このものは富めるものと取りちがえられた｡

彼ほ恐怖をまきおこした.狂信家,悪かれた人,宗教的

療病病者,すべての常規を逸した者たちが,権力の最高

類型として感取される｡

｢恐怖をまきおこすこの種の強さが,-,,何33りも神的と

みなされた｡ここから権威はその出発点をえ,ここで知

恵が解釈され,聞かれ,探しもとめられた｡｣ ( ｢権力へ

の意志｣ S. 37)

病軌 狂気,錯乱がより強く,より超人的に,より怖

るべきものに,より賢明になることと誤解された｡

｢ここでひとを誤まらせたのは陶酔の経験であった｡

この院酔は権力の感情を最高度に増大するので,したが

ってyJ掛こも権力そのものが増大すると判断されたo陶

酔の極をこ達した者が,忘我の境に達したものが,権力の

最高位をしめざるをえなかった｡ (一陶酔の出発点は

二つある｡すなわち,生の満ちあふれる充実と,大脳の

病的な営養状態と｡)｣ ( ｢権力-の意志｣ S. 38)

ニーチェはこれまでの哲学,道徳,宗教のこれらすべ

ての至高の価値は,虚弱者,精神病者,神経衰弱者の価

値と比較されえないものかと問う｡そしてニーチェは断

言するo

｢ニヒリズムの運動は生理学的デカタンスの表現であ

るにすぎない.｣ ( ｢権力-の意志｣ S. 30)

3.極限的ニヒリズムとしての永遠回帰

｢意味や目標はないが,しかし無のうちへの終局をも

たずに不可避的に回帰しつつあるところの,あるがまゝ

の生存,すなわち『永遠回帰』これがニヒリズムの極限

的形式である｡すなわち無( ｢無意味なもの｣ )が永遠

に!｣ (｢権力への意志｣S. 44)

ニーチェほ生成の過程には初めも終りもないと考える｡

このことはキリスト教の教えと正面きって対立する｡ま

たニーチェは生成の過程をこは神の意志が実現されるとす

ろキリスト教的目的論的解釈をも否定する｡要するに生

成の過程.:,=は意味も目的もないのであるとニ-チェはい

う｡ではなぜニーチェは生成に目標がないというのであ

るか｡

｢私たちは結末をつける目標を否認する｡生存がそう

したものをもっているとすれば,それは達成されている

はずであるからである｡｣ (｢権力の意志｣ S. 44)

即ちニーチェは生成の過程は無限に進行すると考える｡

出発点も終りもないのである｡だからもし目標があると

するなら無限の生成の過程ですでに達成されているはず

であると考える｡さらにこの無限の過程において無意味

なものが無限回,永遠にくり返えされると考える｡これ

はまさにニヒリズムの極限的形式なのである｡

｢すべてのものは生成し,永遠に回帰する, -この

ことからのがれでることは不可能である! ｣ (｢権力-の

意志｣ S. 690)

ここでキリスト教の教えと対立するニーチェの言葉を

みてみよう(
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｢世界は生成し,世界は経過しはするが,しかし世界

は,けっして生成しはじめたこともなければ,けっして

経過しおわったこともない｡｣ ( ｢権力-の意志｣ S･694)

｢創造された世界とという仮設など私たちには一瞬た
● ● ■ ● ● ■

りとも気にかける要はない｡ ･-･･-初めをもった世界を

構想する最後の試みが,論理的手続きの助けをかりて最

近あれこれとなされてきたが-たいていは推測されう

るとおり,或る神学的底意からである｡｣ (｢権力への意

志｣ S. 694f)

ニ_チェは生成の過程は無限であるとするが,世界は

有限な一定量の力であるとする.従って無限の過程の中

で有限な世界つまり一定数の力としての世界は無限に達

成されているはずだと考えるのである｡

｢世界を一定量の力として,また一定数の力の中心と

して考えることが許されるとすれば-このことから結

論されるのは,世界は,その生存の大々的なさいころ逆

びをつづけながらも,算定しうる一定数の結合関係を通

過しなければならないということである｡無限の時間の

うちではあらゆる可能な結合関係がいつかはいちど達成

されていたはずである｡それのみではない｡それらは無

限回達成されていたはずである｡しかも,あらゆる結合

関係とその直後の回帰との間には総じてなお可能なその

他すべての結合関係が経過したにちがいなく,これらの

結合関係のいずれもが同一系列のうちで生ずる諸結合関

係の全継起を条件ずけているのであるから,このことで･

絶対的に同一な諸系列の円環運動が証明されているはず

である.すなわち,それは,すでに無限にしばしば反復

された,また,無限にその戯れをたわむれる円環運動と

しての世界にほかならない｡｣ (｢権力-の意志｣ S･ 696)

このようにニーチェは生成の過程を円環運動と考える｡

このことは生成の過程を一つの目標に向っての発展運動

と考えるキリスト教の教え及び--ゲル哲学と真向うか

ら対立する｡

しかしここで注目しなければならないことはニーチェ

が生成の過程は無限であると考えたことは認めるとして

世界を一定量の力の話結合状態であると考えたことであ

る｡この仮定,つまり世界を一定数の力の中心と考える

前提が,もしまちがっているとするなら,ニーチェの円

環運動の理論は成りたたなくなるはずである｡つまりニ
● ● ● ● ● ● ● ● ●

-チェは｢この世界は,権力-の意志である-そして
●

● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ●

それ以外の何ものでもない! ｣ (｢権力-の意志｣ S･697)

ともいっているのである｡だから世界はより大きな力へ

向っての絶え間のない力の自己増殖的増大運動であると

も解釈されうるのである｡即ち生成の過程は無限であり,

かつまた,世界そのものも無限の力の増大運動であると

考えると,このニーチェの円環運動としての永遠回帰の

教説は成り立たなくなぅてしまうのである｡この点は今

後のニーチェ解釈にとっての一つの大きな問題となるで

あろう｡ニーチェは｢時間｣は無限であるが, ｢力｣は

有限であると考える｡しかしこの｢力｣も無限に増大す

るものであると考えると,ニ-チェの永遠回帰の教説は

どのようになるのであろうか,と問う必要があるのであ

る｡即ち力も無限に増大するとすれば,力の結合関係も

無限にあるはずである.絶えず新しい力の組み合わせが

存在するはずである｡従ってこの場合には生成の過程に

｢発展｣というものがあるというふうにも考えられるの

である｡

しかしニーチェは｢時間｣は無限であるが｢力｣は有

限であると.考えるので次のようにいうことができる｡

｢世界が一つの目標をもっているとすれば,その目標

は達成されているにちがいない｡故意に立てられたので

ない究極状態が世界にとってあるとしても,これまた同

じく達成されているにちがいない｡総じて世界が,停滞

し凝固しうるものであり, ｢存在｣しうるとすれば,た

だの一瞬問たりともその全生成のうちで｢存在｣という

この資格をもつとすれば,これはこれでまた,とっくの

昔に,すべての生成を,したがってすべての思考をも,

すべての｢精神｣をも終わらせてしまっているはずであ

る｡｣ ( ｢権力への意志｣ S･ 692)

無限の生成のうちでは究極状態が達成されているはず

であるが,事実は達成されていない｡このことからニー

チェは生成に無目標性を与える｡つまりニヒ1)ズである｡

善も悪も,我々にとって望ましいものも,想いかえすの

も耐えがたいものも,すべてが永遠に回帰する｡これは

まことに厳しい教説である｡ニーチェはデーモンに語ら

せる｡

｢ぉ前が現に生き,また生きてきたこの人生を,いま

一度,いなさらに無数度にわたって,お前は生きねばな

らぬであろう｡そこに新たな何ものもなく,あらゆる苦

痛とあらゆる快楽,あらゆる思想と嘆息,お前の人生の

言いつくせぬ巨細のことども-切が,お前の身に回帰し

なければならぬ｡しかも何から何までことごとく同じ順

序と脈絡にしたがって, -さればこの蜘妹も,横間の

この月光も,･この自己自身も,同じように回帰せねばな

らぬ｡存在の永遠の砂時計は,くりかえしくりかえし巻

き戻される-それとともに直の塵であるお前も同じく

!｣ ( ｢悦ばしき知識｣三四一番)

このような存在論的に全くニヒリスティックな等しき

ものの永遠回帰という教説をつきつけられた我々はこの

教説に対していかなる態度をとるべきかが問題となって

こよう｡キリスト教及びキリスト教道徳の衰退から始ま

ったニヒ.)ズムは,生の次元にまで板をおろした生理学

的デカダンスとしてのニヒ1)ズムを経て,最後にニーチ

ェ独自の永遠回帰というまことに徹底したニヒリズムま
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で突きすすむのである.

4.ニヒリズムの克服

従来のニーチェ解釈では,ニーチェをニヒリストとし

て説明し, ｢永遠回帰｣の教説をもってそのもっともニ

ヒリスティックな極限的形式を提示するということでし

めくくるという風潮がかなり一般的であった｡即ちニー

チェを｢無｣の説教者として, (ニーチェ自身もニヒリ

ズムを仏教のヨーロッパ的形式といっているように)
,

我々を無限の深淵の中に突きおとすものとして,不気味

なニヒリストとして描写するのである｡そしてニーチェ

をこの深いニヒリズムから脱出せしめるものとして,普

たニヒリズムを克服するべく志向したものとして論ぜず

に,ヨーロッパにおける完全なニヒ7)ストとして規定し

がちであった.しかしニーチェは単に惰眠をむさぼって

いる当時のヨ-ロッ′く人にニヒリズムを突きつけ人々の

眠りをさましただけなのではなく,その本当の意図はニ

ヒリズムを克服することにあったのだということが見落

されてはならない｡このことはニーチェ自身次のように

語っていることからも容易に推測されるであろう.

｢ここで物語っているのは,
-･･････ヨ-ロッ′くの最初

の完全なニヒリストとしてではあるが,しかしこのニヒ

リストは,ニヒリズム自身をすでにおのれの内部におい

て終末まで生きぬいてしまっており,
-それをおのれ

の背後に,おのれの足下に,おのれの外部にもっている

のである｡｣ ( ｢権力への意志｣ S. 4)

ニーチェはこの言説で分るように,自分自身ではすで

にニヒリズムを極限まで体験し,それを蒐服しおえたの

である｡ニーチェが未来においてはニヒリズムも解消す

ると考えていたことは次の言説で立証される｡
● ● ● ■ ● ■

｢『権力への意志｣すべての価値の価値転換の試み』 -

-この定式で表現されているのは｣原理と課題に関し

ての一つの反対運動である｡これはいつかの未来にはか

の完全なニヒリズムを解消するであろう･-･･｣ (｢権力へ

の意志｣ S. 4)

ではニーチェは一体なぜあれはどまでにニヒ1)ズムを

徹底的に主張したのであろうか.それはまさにニーチェ

によって考えられていたようなキリスト教道徳の諸価値

を没落,衰退せしめるためである｡つまり従来の価値を

否定するのは,究極的には新しい価値を現出せしめよう

とするからにほかならない｡

｢いったいなぜニヒリズムの到来はいまこそ必然的で

あるのか?それは,私たちのこれまでの諸価値自身がニ

ヒリズムのうちでその最後的帰結に達するからであり,

ニヒリズムこそ私たちの大いなる諸価値や諸理想の徹底

的に考えぬかれた論理であるからである,
-これらの

『諸価値』の価値が本釆何であったかを看破するために

59

は,私たちはニヒリズムをまず体験しなければならない

からである---私たちは,いつの日にか,新しい諸価

値を必要とする｡｣ ( ｢権力への意志｣ S. 4)

ニヒリズムといってもそれは直接この世界そのものが

くだらないものであるということにはならない｡従来の

理想や価値がばかげたものであったにすぎないのであるc

｢･･-･私たちは,新しい価値を探しもとめるよう私た

ちを駆りたてるパトスをみいだす｡要約すれば,世界は,

私たちが信じていたよりもはるかに価値あるものである

かもしれない,一私たちは,私たちの理想の幼稚さを

看破せざるをえず,だから,おそらくは,世界に最高の

解釈をあたえたと意識しながら,私たちの人間的生存に

正当な価値をすらあたえてこなかったかもしれないので

ある｡｣ ( ｢権力への意志｣ S. 26)

二千年にわたってヨーロッパ人は,実にプラトン哲学

からキリスト教世界観に至るまで,此岸の世界に価値を

置かなかった｡ ｢イデア界｣とか｢天国｣とかを夢想し

て,この現実の,たれでもが感じ体験できる世界をおと

しめてきた.従ってかの彼岸性が否定されゝば,人々ほ

この現実の世界を見る見方も変らてくるであろう｡そし

てこの此岸の現実世界の中で新しい価値を求めるように

なるであろう｡

｢現代のペシミズムは現代の世界のくだらなさの一つ

の表現であって,一世界そのものと生存そのものとの

それではない｡｣ ( ｢権力への意志｣ S. 27)

即ちニーチェが生きていた当時のキリスト教世界がく

だらないというのであって,決して世界そのものがくだ

らないというのではないのである｡

世界に相対する人間主体の生の状態に基いて世界観が

決められるのである｡

｢おのれが示し感ずる充実からおのずとあふれでて事

物へと分与せざるをえず,事物を,いっそう豊満な,い

っそう力強い,未来にいっそう富んだものとながめやる

者, -いつでも贈与することのできる者, -この者
とは反対に,憶倖した者は,おのれのながめやるすべて

のものを,卑小化し台無しにする, -この老は,価値

を貧しくする,すなわち有害なのである｡｣ ( ｢権力への

意志｣ S. 37)

生に貧しき老,弱者は,なお世界を貧しくし,生に富

める者,強者は世界を豊かにするのである｡このことか

らニーチェは,ニヒリズムの世界を克服するた捌こは強

大な生をもたねばならないと考える｡

｢環境と外的原因との影響の説に反対すること.内的

力こそ無限に優越している.列儲からの影響のごとくみ

える多くのものも,内部からの力の順応にすぎない｡厳

密に同一の環境も正反対に解釈され利用される.｣ ( ｢権

力への意志｣ S. 57)



60 Bulletin of Nagoya Institute of Technology Vol･ 28 (1976)

同一の事実に対しても解釈する｢生｣が異なれば,逮

って解釈するのである｡従って世界を豊かに富んだもの

として見なすためには,解釈する｢生｣そのものが豊か

で富んでいなければならない｡つまりニヒリズムを克服

するためには強い｢生｣が必要なのである｡

｢私たちすべては今日では生の弁護老である｡一私

たち無道徳家は今日では最強の権力である｡ ･-･-･私た

ちは私たちの像にかたどって世界を構成する｡｣ ( ｢権力

への意志｣ S. 84)

ではニヒt)ズムを克服するに足る｢生｣はいかにして

生ずるのであろうか｡
● ■ ●

● ● ●

｢放縦を, 『自由放任』の原理を,権力-の意志と取

りちがえないこと(一権力-の意志はその反対原理で

ある.｣ ( ｢権力-の意志｣ S･ 89)

ニーチェは｢自由放任｣ではなく訓育を語る｡

｢私たちは意志の訓錬を同時代人に先立ってうけてい

る｡すべての力は意志力の発達についやされる｡｣ ( ｢権

力への意志｣ S. 95)

ニーチェはニヒリズムの状況の中にこれを克服するに

足るだけの力をもった強い｢生｣が生長してくる徴侯を

感じとる｡

｢根本命顧｡現代人を印づけるすべてのもののうちに

は,いくらかの番落がある｡しかし病気と密接して,魂

のこころみられたことのない力や力強さの諸徴供がある｡

人間の卑小化をうみだすのと同一の諸板由ヵミより強くよ
り稀な着たちを偉大さにいたるまで駆りたてている｡｣

( ｢権力への意志｣ S･ 81)

ニーチェは人類のみのり豊かな力強い運動はどれも同

時にニヒリズムの運動をもいっしェに作り出してきたと

考える｡

｢ペシミズムの極限的形式が,本来的ニヒリズムがあ

らわれでるということこそ,事情によっては,一つの決

定的な,このうえなく本質的な生長を示す,新しい生存

条件のうち-の移行を示す散侯であるかもしれない｡ ｣

( ｢権力-の意志｣ S･ 82)

ニーチェはニヒ1)ズムを徹底的におしすすめるさ中で

やがてはこのニヒ.)ズムを一大転回し,新しい価値を生

み出すに足る新しく強大な｢生｣が成長してくると考え

る｡即ちこのような｢生｣の基盤の上に立つ新しい人間

典型の誕生こそが望まれる｡これこそが｢超人｣なので

ある｡ ｢超人｣とは絶えざる自己克服の過程において自

己を無限に超出しゆく存在のことをいう｡そして従来の

偉大な人間が偶然によって生じてきたものとすれば,｢超

人｣はこれと反対に意識的に意欲されるものでなければ

ならない｡即ち｢育成｣ということが問題になるのであ

る｡超人を育成するということこそが人類の最も偉大な

事業なのである｡

さて最後に永遠回帰の教説をつきつけられた我々はこ

の教説に対して一体いかなる態度を持すべきであろうか

ということが問願になってくる｡一切が,無意味なもの

が,望ましいものも望ましくないものもが永遠に無限回

帰するというこの徹底的ニヒ1)ズムを前にして一体我々

はどのように振舞うべきであろうか?永遠回帰がニヒリ

ズムの極限的形式であることはすでに知られている｡我

々の前に運命的に立ちはだかるこの教説に対して我々は

圧倒されてあきらめてしまってはならない｡それはまず

実存的倫理掛ここの教説に立ち向うことが要請されるで

あろう｡即ち,一切が永遠に回帰するのであるから,戟

々は現在の一瞬一瞬が永遠に回帰しても後悔することの

ないように,瞬間瞬間を充実さしで悔いのないように生

きなければならない｡我々の全行為が我々によって｢我

々はそれを欲したのである｣といいうるように,そして

無限回それが繰り返えされても尚かつ｢我々はそれを欲

したのだ｣といいうるように,我々は一瞬の中に永遠を

とらえるように生きなければならないのである｡これは

極めて厳しい人生態度であるg我々には一瞬の怠惰も許

されない｡我々の意志は強固でなければならない｡我々

の｢生｣はこの教説に立ち向えるだけに十分強くなけれ

ばならない.永遠回帰の教託をこのように把掻し,これ

に対してこのように生き抜くものが,ニヒ1)ズムの闇夜

を真昼の正午-と一大転回できるものであり,かつまた

未来の諸課題を現実に解決できるものであり,あらゆる

従来の価値の価値転倒を企て,新しい価値を生み出すも

の,即ち｢超人｣なのである｡状況の変化は決して手を

こまねいていてくるのではない｡状況を変革しうる人間

の出現とこの人間そのものの力とによって可能なのであ

る｡

〔注〕本論中の引用文のテキストにはクレーナ版のニ

ーチェ全集の｢権力への意志｣とシュレヒタ版のニーチ

ェ全集のr鍬i'しき知識｣を使用した.なお引用文の訳

文には理想者ニーチェ全集の第十一巻第十二巻｢権力へ

の意志｣原佑訳,第八巻｢悦ばしき知識｣信太正三訳を

使用した｡


